
横
須
賀
市
の
窓
口
を
移
転

第
一
環
境
　

利
用
者
ア
ク
セ
ス
向
上

駐
車
場
を
併
設

ベ
ト
ナ
ム
職
員
を
受
入
れ

大
阪
市

漏
水
対
策
な
ど
で
研
修

職
員

人
を
受
け
入
れ
た

駒
ケ
根
市
の
配
水
池
見
学

長
野
県

市
町
村
で
実
務
研
修
会配水池の槽内に

ＰＰＰで意見聴取
糸魚川市 受付日まで

複
線
化
・
新
浄
水
場

和
歌
山
市

新
ビ
ジ


料
金
改
定
の
必
要
性
も

復
旧
資
材
を
即
日
出
荷

コ
ス
モ
工
機

金
沢
倉
庫
を
拠
点
に

金
沢
倉
庫
か
ら
被
災
地
へ

多様な継手・補修材を確保

チューブテックス工法
福山市内でデモ施工
多様な負荷軽減に期待感

模
擬
管
で
挿
入
状
況
を
確
認

屈
曲
部
の
施
工
状
況
も
良
好
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◎
簡
専
水
検
査
外
部
精
度

管
理
で
研
修
会

給
衛
協
◎

全
国
給
水
衛
生
検
査
協
会

は

２
月

日
に
都
内
で
開

催
す
る
﹁
簡
易
専
用
水
道
検

査
外
部
精
度
管
理
調
査
に
関

す
る
研
修
会
﹂
の
参
加
者
を

同
９
日
ま
で
募
集
し
て
い

る

協
会
に
よ
る
令
和
５
年

度
調
査
の
結
果
報
告
と
と
も

に

厚
生
労
働
省
水
道
課
水

道
水
質
管
理
室
が
外
部
精
度

管
理
に
つ
い
て
講
演
す
る


詳
細
は
協
会
Ｈ
Ｐ
か
ら


概
要
は
次
の
通
り


︻
日
時
︼
２
月

日



時
半


時

分

︻
場
所
︼
大
田
区
産
業
プ

ラ
ザ
Ｐ
ｉ
Ｏ
︵
大
田
区
南
蒲

田
１




︶

︻
参
加
費
︼
条
正
会
員
・

自
治
体
関
係
５
０
０
０
円


非
会
員
１
万
円
︵
税
込
︶

︻
申
込
方
法
︼
２
月
９
日

ま
で
に
メ

ル
ま
た
は
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
申
し
込
む

大
阪
市
水
道
局
は

月




日

技
術
交
流
と
し
て

ベ
ト
ナ
ム
・
ホ

チ
ミ
ン
市

水
道
総
公
社
︵
Ｓ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｃ

Ｏ
︶
と
ド
ン
ナ
イ
省
水
道
会

社
︵
Ｄ
Ｏ
Ｗ
Ａ
Ｃ
Ｏ
︶
の
職

員
延
べ

人
を
受
け
入
れ


局
庁
舎
・
浄
水
施
設
等
で
研

修
や
意
見
交
換
を
行

た


技
術
交
流
は
平
成

年
度

に
局
と
Ｓ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｃ
Ｏ
が
結

ん
だ
覚
書
に
基
づ
き
毎
年
実

施
し
て
い
る
も
の

令
和
３

年
度
に
は
ホ

チ
ミ
ン
市
に

隣
接
す
る
ド
ン
ナ
イ
省
の
水

道
事
業
者
で
あ
る
Ｄ
Ｏ
Ｗ
Ａ

Ｃ
Ｏ
が
覚
書
に
加
わ

た


今
年
度
の
技
術
交
流
の
テ


マ
は
﹁
Ｇ
Ｉ
Ｓ
︵
管
路
管

理
情
報
シ
ス
テ
ム
︶
の
有
効

活
用
﹂﹁
安
全
な
水
の
供
給
﹂

﹁
無
収
水
対
策
﹂
の
三
つ


配
水
管
情
報
を
管
理
す
る
Ｇ

Ｉ
Ｓ
の
事
例
紹
介
・
デ

ス

カ

シ

ン
を
は
じ
め

柴

島
浄
水
場
等
の
施
設
見
学


局
の
ビ
ジ
ネ
ス
パ

ト
ナ


企
業
に
よ
る
技
術
紹
介
な
ど

が
行
わ
れ
た



日
の
開
始
ミ

テ

ン

グ
で
は
同
局
の
尾
原
正
史
理

事
が
歓
迎
の
意
を
述
べ
た

後

Ｓ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｃ
Ｏ
の
ヴ


・
ホ
ン
・
ト

ア
ン
氏
が

﹁
日
本
と
ベ
ト
ナ
ム
の
外
交

関
係
樹
立
か
ら

周
年
を
迎

え
る

課
題
解
決
の
手
法
を

学
び
水
道
の
品
質
向
上
に
つ

な
げ
た
い
﹂
Ｄ
Ｏ
Ｗ
Ａ
Ｃ

Ｏ
の
ヴ

・
タ
イ
ン
・
フ


ン
氏
が
﹁
ど
の
浄
水
場
に
お

い
て
も
漏
水
は
潜
在
的
な
課

題

継
続
的
な
技
術
交
流
へ

の
参
加
に
よ

て
お
い
し
い

水
を
つ
く
り
た
い
﹂
と
意
欲

を
語

た


和
歌
山
市
は
﹁
和
歌
山
市
水
道
ビ
ジ

ン
２
０
２
４
﹂︵
計
画
期
間

令
和
６



年
度
︶
の
素
案
を
公
表
し
た

令
和
３
年

月
に
発
生
し
た
六
十
谷
水
管
橋
崩
落
事
故

を
踏
ま
え

市
内
全
域
の
安
定
供
給
に
向
け
た
水
道
施
設
全
体
の
強
靱
化
を
最
重
要
課

題
と
し

送
水
管
の
複
線
化
や
新
浄
水
場
の
建
設

施
設
更
新
の
ペ

ス
ア

プ
な
ど

の
取
組
み
を
示
し
て
い
る

今
月

日
ま
で
パ
ブ
リ

ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
す
る


長
野
県
企
業
局
は

月


日

令
和
５
年
度
の
第
５
回

長
野
県
企
業
局
水
道
事
業
実

務
研
修
会﹁﹃
水
道

施
設
耐
震
工
法
指

針
２
０
２
２
版
﹄

対
応
ス
テ
ン
レ
ス

鋼
製
配
水
池
の
実

際
﹂
を
開
い
た


県
内
市
町
村
水
道

関
係
者
の
技
術
力

向
上
等
を
目
的
に

９
団
体
が
参
加

し

駒
ケ
根
市
内

の
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
製
配
水
池

の
施
工
現
場
を
見
学
し
た


見
学
場
所
と
な

た
駒
ケ

根
市
の
切
石
配
水
池
は

中

央
ア
ル
プ
ス
を
流
れ
る
太
田

切
川
の
表
流
水
を
原
水
と
す

る
切
石
浄
水
場
に
隣
接
す
る

施
設

寸
法
は

・
０

×


・
０

×
３
・
７


容

量
は
２
０
０
０
立
方

で


構
造
計
算
に
お
い
て
は
動
的

非
線
形
解
析
に
よ
り
安
全
性

の
照
査
を
行

て
い
る


研
修
会
参
加
者
は

施
工

者
︵
森
松
工
業
︶
の
説
明
を

受
け

途
中
に
は
施
工
期
間

や
検
査
方
法
な
ど
施
工
に
係

る
積
極
的
な
質
問
が
挙
が


た

耐
震
指
針
に
沿

て
建

設
さ
れ
た
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
製

配
水
池
が
持
つ
優
位
性
に
対

す
る
知
見
を
深
め
た


山
口
・
鹿
児
島
・
長
崎

業
者
交
流
会
　
水
道
情

用
シ
ス
テ
ム
研
究
会
◎

　
水
道
情
報
活
用
シ
ス
テ
ム

仕
様
研
究
会
は
山
口


島

長
崎
の
３
会
場
で

﹁
水
道
情
報
活
用
シ
ス

・
水
道
事
業
者
交
流
会
﹂

加
者
を
募
集
す
る

厚

働
省
と
経
済
産
業
省


テ
ム
を
導
入
す
る
大
津

奈
良
市

普
及
展
開
に

た
調
査
を
行
う
情
報
処

進
機
構

プ
ラ

ト
フ

マ

の
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｃ
が
講

る
と
と
も
に
交
流
会
・

相
談
会
を
行
う


　
鹿
児
島
会
場
に
つ
い
て
は

島
県
く
ら
し
保
健
福
祉

活
衛
生
課
と
の
共
同
開


広
域
化
推
進
に
向
け

会
と
位
置
付
け
る


よ
る
運
転
支
援
シ
ス

テ
ム
を
提
供
す
る
ア
プ
リ
ケ


シ

ン
ベ
ン
ダ

に
よ
る

講
演
も
行
わ
れ
る


詳
細
は
研
究
会
Ｈ
Ｐ
か

ら

概
要
は
次
の
通
り


山
口
会
場

１
月

日
・

山
口
県
労
働
者
福
祉
文
化
中

央
会
館
▽
鹿
児
島
会
場

１

月

日
・
Ｔ
Ｋ
Ｐ
ガ

デ
ン

シ
テ

鹿
児
島
中
央
▽
長
崎

会
場

１
月

日
・
長
崎
県

建
設
工
業
協
同
組
合

※
開
催
時
間
は
３
会
場
と

も
に

時


時

ビ
ジ

ン
で
は

基
本
理

念
に
基
づ
く
水
道
の
理
想
像

と
し
て
安
全
・
強
靱
・
持
続

の
三
つ
を
掲
げ

こ
れ
ら
を

実
現
す
る
た
め
の
実
現
方
策

と
施
策
を
示
し
て
い
る


こ
の
う
ち
﹁
強
靱
﹂
に
つ

い
て
は

六
十
谷
水
管
橋
崩

落
事
故
を
踏
ま
え
た
リ
ダ
ン

ダ
ン
シ

確
保
の
た
め
の
方

策
と
し
て

紀
の
川
横
断
部

の
送
水
管
を
複
線
化
す
る
と

と
も
に
北
部
浄
水
場
を
建
設

す
る

送
水
管
複
線
化
に
つ

い
て
は
す
で
に
今
年
度
か
ら

実
施
設
計
に
着
手

り

７
年
度
の
工
事

９
年
度
の
完
成
を
予

い
る


送
水
管
複
線
化
に

て

水
管
橋
崩
落
事

に
大
規
模
断
水
が
発

北
部
地
域
へ
の
供
給

を
目
的
に
新
浄
水
場

能
力

日
量
２

立
方

︶
を
建
設
す

幹
浄
水
場
の
加
納
浄

新
浄
水
場
を
運
用
す

圧
力
管
更
生
工
法
協
会
は


月

日

福
山
市
内
で
圧

力
管
更
生
︵
チ


ブ
テ


ク
ス
工
法
︶
の
デ
モ
施
工
を

実
施
し
た

福
山
市
は
じ
め

広
島
県
内
の
水
道
を
担
当
す

る
地
方
公
共
団
体
の
職
員
が

参
加
し

反
転
工
法
で
既
設

管
内
に
自
立
強
度
を
有
す
る

管
を
形
成
す
る
チ


ブ
テ


ク
ス
Ｒ
工
法
の
ラ
イ
ナ


材
の
反
転
挿
入
か
ら
加
熱


硬
化

内
面
確
認
ま
で
の
過

程
を
確
認
し

各
事
業
が
抱

え
る
難
施
工
箇
所
へ
の
適
用

可
能
性
等
に
つ
い
て
意
見
を

交
わ
し
た


模
擬
管
は
φ
４
０
０
で


延
長
は
約



４
カ
所
に


度
の
曲
が
り
を
作
り

施

工
を
行

た

約

分
程
度

で
挿
入
作
業
を
ス
ム

ズ
に

終
え

蒸
気
に
よ
る
硬
化
を

実
施

本
施
工
で
は
確
実
な

施
工
を
図
る
た
め
３

４
時

間
の
硬
化
時
間
を
確
保
す
る

が
デ
モ
施
工
で
は


一
定
の
硬
度
を
確
保

で
き
る
１
時
間
で
の

硬
化
状
況
を
確
認
し

た
施

工
に
合
わ
せ
て
開
か
れ

た
勉
強
会
で
あ
い
さ
つ
し
た

栗
山
卓
会
長
︵
九
州
大
学
特

任
教
授
︶
は

同
工
法
が
欧

州
の
都
市
部
を
中
心
に

年

以
上
に
わ
た
り
数
多
く
の
実

績
を
持
つ
こ
と

昨
年
７
月

に
国
土
交
通
省
の
新
技
術
情

報
提
供
シ
ス
テ
ム
︵
Ｎ
Ｅ
Ｔ

Ｉ
Ｓ
︶
に
登
録
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
触
れ
﹁
老
朽
管
路
の

増
加
は
待

た
な
し

水
道

管
の
更
生
は
本
当
に
圧
力
に

耐
え
る
自
立
管
が
求
め
ら
れ

る

不
安
な
点

要
望
点
を

お
寄
せ
い
た
だ
き
た
い
﹂
と

デ
モ
施
工
を
通
じ
た
現
場
と

の
活
発
な
意
見
交
換
を
望
ん

だ
勉

強
会
で
は

施
工
ス
パ

ン
全
体
が
一
体
性
を
有
す
る

更
生
管
の
耐
震
性

高
い
流

量
係
数
を
確
保
す
る
こ
と
で

得
ら
れ
る
通
水
能
力

交
通

規
制
の
影
響
の
最
小
化

環

境
負
荷
の
低
減

軌
道
や
重

要
路
線
下

河
川
施
設
下


水
管
橋

狭
隘
地
な
ど
施
工

困
難
箇
所
へ
の
適
応
性
の
高

さ
等
が
強
調
さ
れ
た
ほ
か


国
土
交
通
省
が
令
和
６
年
度

の
水
道
分
野
に
お
け
る
革
新

的
技
術
実
証
事
業
﹁
水
道
版

Ｂ
｜
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
﹂
を
活
用
し

た
圧
力
管
更
生
分
野
の
技
術

開
発
へ
の
期
待
感
な
ど
に
つ

い
て
意
見
を
交
わ
し
た


デ
モ
施
工
に
参
加
し
た
地

方
公
共
団
体
の
職
員
か
ら

は
施
工
ス
ピ

ド
の
速
さ


経
済
性
の
高
さ
と
と
も
に


既
設
管
の
撤
去
の
負
荷

環

境
負
荷
を
軽
減
す
る
﹁
既
設

管
を
使
い
続
け
る
﹂
手
法
と

し
て
の
期
待
感
が
示
さ
れ
て

い
た


能
登
半
島
地
震
で
被
害
を

受
け
た
管
路
の
復
旧
作
業
が

急
ピ

チ
で
進
む
中

コ
ス

モ
工
機
は
金
沢
市
内
の
倉
庫

に
資
材
を
集
め
て
即
納
体
制

を
構
築
し
た

１
日
も
早
い

断
減
水
の
解
消
に
貢
献
す
る

べ
く

各
種
継
手
や
漏
水
補

修
材
の
出
荷
要
請
に
応
え
続

け
て
い
る


コ
ス
モ
工
機
は
金
沢
市
内

に
北
陸
営
業
所
と
倉
庫
︵


金
沢
倉
庫
︶を
置
い
て
い
る


普
段
の
金
沢
倉
庫
に
は
主
に

工
具
が
置
か
れ
て
い
る
が


有
事
の
際
に
は
資
材
置
き
場

と
し
て
物
流
拠
点
の
役
割
を

果
た
す


同
社
に
は
発
災
直
後
の
１

日
夜
か
ら
事
業
体
か
ら
在
庫

確
認
の
連
絡
が
入
る
よ
う
に

な

た

翌
２
日
に
は
継
手

・
補
修
材
の
在
庫

を
金
沢
倉
庫
に
集

め

３
日
か
ら
出
荷
を
開
始

し
た


復
旧
作
業
を
行

て
い
る

卸
売
業
者
や
工
事
事
業
者
の

多
く
は
金
沢
市
を
拠
点
と
し

て
い
る
た
め

受
注
し
た
資

材
を
速
や
か
に
引
き
渡
せ
て

い
る

ま
た

金
沢
倉
庫
に

は
同
社
の
工
事
班
が
駐
在
し

て
お
り

重
量
物
に
関
し
て

は
ユ
ニ

ク
車
に
よ
る
現
場

へ
の
直
送
に
も
対
応
し
て
い

る
能

登
地
区
の
既
設
管
は
塩

ビ
管
が
多
い
こ
と
か
ら

こ

れ
ま
で
の
出
荷
は
塩
ビ
管
・

鋼
管
用
両
受
継
手
﹁
Ｖ
Ｓ
ジ


イ
ン
ト
﹂
シ
リ

ズ
が
中

心
と
な

て
い
る

ボ
ル
ト

を
締
め
込
む
だ
け
︵
ト
ル
ク

レ
ン
チ
は
不
要
︶
で
簡
単
か

つ
迅
速
に
施
工
で
き

４
度

ま
で
の
曲
げ
接
合
が
可
能


取
り
外
し
も
容
易
な
た
め
仮

設
配
管
に
向
く


ま
た

一
部
の
被
災
地
域

に
残
存
し
て
い
る
石
綿
管
と

の
異
種
管
接
合
に
対
応
す
る

﹁
Ｖ
Ａ
ジ

イ
ン
ト
﹂
シ
リ


ズ
や
﹁
カ
バ

ジ

イ
ン

ト
﹂
な
ど
漏
水
補
修
材
の
需

要
も
あ
る

そ
の
ほ
か
ダ
ク

タ
イ
ル
鋳
鉄
管
・
配
水
用
ポ

リ
エ
チ
レ
ン
管
な
ど
の
復
旧

工
事
に
も
対
応
で
き
る
よ

う

金
沢
倉
庫
に
は
多
様
な

継
手
類
の
在
庫
を
確
保
し
て

い
る


糸
魚
川
市
は
ガ
ス
・
水
道

・
下
水
道
事
業
で
の
官
民
連

携
導
入
を
検
討
す
る
た
め


民
間
事
業
者
へ
の
意
見
聴
取

を
行
う
こ
と
と
し


日
に

実
施
要
領
な
ど
を
Ｈ
Ｐ
で
公

表
し
た

関
心
表
明
書
と
誓

約
書
の
受
付
は
今
月

日


時
ま
で


検
討
対
象
と
す
る
事
業
方

式
は

局
の
所
管
４
事
業
の

う
ち
①
ガ
ス
・
下
水
道
・
水

道
・
簡
易
水
道
す
べ
て
を
包

括
委
託
②
ガ
ス
・
下
水
道
の

公
共
施
設
等
運
営
事
業
︵
コ

ン
セ

シ

ン
事
業
︶
＋
水

道
・
簡
易
水
道
の
包
括
委
託

③
ガ
ス
の
事
業
譲
渡
＋
下
水

道
・
水
道
・
簡
易
水
道
の
包

括
委
託

｜
の
３
方
式

い

ず
れ
も
４
事
業
一
体
で
事
業

発
注
を
行
う

事
業
実
施
主

体
と
し
て

市
が
一
部
出
資

を
行
う
官
民
連
携
出
資
会
社

の
設
立
も
検
討

対
象
業
務

内
容
は
①

③
で
大
き
く
異

な
る
が

③
の
ガ
ス
を
除
き

日
常
業
務
は
基
本
的
に
委
託

す
る


調
査
対
象
は
官
民
連
携
事

業
へ
の
参
入
を
検
討
す
る
意

向
が
あ
り

か
つ
▽
上
下
水

道
事
業
に
関
す
る
包
括
委
託

等
︵
Ｐ
Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
︶
の

受
託
実
績
が
あ
る
者
▽
一
般

ガ
ス
導
管
事
業
の
許
可
を
受

け
て
い
る
︵
も
し
く
は
同
等

の
保
安
体
制
を
構
築
で
き

る
︶
者
▽
そ
の
他
の
イ
ン
フ

ラ
事
業
︵
鉄
道

道
路

電

力

通
信
等
︶
の
許
認
可
を

受
け
て
お
り

本
事
業
へ
の

参
画
に
必
要
な
実
施
体
制
を

有
し
て
い
る
者


の
い
ず

れ
か
に
合
致
す
る
法
人
ま
た

は
法
人
グ
ル

プ

内
容
と

し
て
は
▽
事
業
方
式
▽
実
施

期
間

実
施
体
制
▽
各
事
業

の
業
務
内
容
▽
コ
ス
ト
削
減

効
果


な
ど
を
調
査
す

る

な
お

意
見
聴
取
へ
の

参
加
有
無
や
回
答
内
容
は
今

後
調
達
を
実
施
す
る
場
合
に

優
位
性
を
持
つ
も
の
で
は
な

く

回
答
内
容
は
法
的
拘
束

力
を
持
た
な
い


同
市
は
過
年
度
に
も
内
閣

府
の
補
助
制
度
を
活
用
し


官
民
連
携
の
導
入
可
能
性
調

査
に
取
り
組
ん
で
い
た

ま

た

ウ


タ

Ｐ
Ｐ
Ｐ
の

一
手
法
で
あ
る﹁
管
理
・
更
新

一
体
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
方
式
﹂

︵
レ
ベ
ル
３
・
５
︶
の
導
入

検
討
費
用
を
補
助
す
る
厚
生

労
働
・
国
土
交
通
両
省
の
今

年
度
補
正
予
算
に
よ
る
交
付

金
の
配
分
先
で
も
あ
る


　
横
須
賀
市
上
下
水
道
局
の

水
道
料
金
等
徴
収
業
務
を
受

託
し
て
い
る
第
一
環
境
は
１

日

窓
口
サ

ビ
ス
向
上
の

た
め
﹁
横
須
賀
市
上
下
水
道

局
お
客
様
料
金
サ

ビ
ス
セ

ン
タ

﹂
を
東
京
電
力
パ
ワ


グ
リ

ド
横
須
賀
事
務
所

１
階
に
移
転
し

新
事
務
所

で
業
務
を
開
始
し
た

５
日

に
は
開
所
式
が
開
か
れ
た


　
新
事
務
所
は
京
急
線
横
須

賀
中
央
駅
か
ら
横
須
賀
市
役

所
ま
で
の
道
の
り
に
あ
り


駅
か
ら
徒
歩
で
ア
ク
セ
ス
で

き
る

ま
た
旧
事
務
所
に
は

無
か

た
駐
車
場
が
設
け
ら

れ

車
で
訪
問
す
る
利
用
者

の
負
担
も
減

た


　
開
所
式
に
は
同
社
の
岡
地

雄
一
代
表
取
締
役
会
長

横

須
賀
市
の
長
島
洋
上
下
水
道

事
業
管
理
者

横
須
賀
管
工

事
協
同
組
合
の

木
勝
一
理

事
兼
事
務
局
長

横
須
賀
水

道
工
事
協
同
組
合
の
海
老
原

弘
常
務
理
事
ら
が
参
加


　
冒
頭

主
催
者
を
代
表
し

て
岡
地
会
長
が
あ
い
さ
つ
し

た

令
和
６
年
能
登
半
島
地

震
に
言
及
し

日
頃
か
ら
の

準
備
の
重
要
性
を
説
い
た
上

で
﹁
管
工
事
組
合

水
道
工

事
組
合
の
皆
さ
ま
方
と
一
体

と
な

て

よ
り
一
層
強
靱

な
横
須
賀
水
道
を
造
る
こ
と

に
貢
献
し
て
い
き
た
い
﹂
と

抱
負
を
語

た

続
い
て
あ

い
さ
つ
し
た
長
島
管
理
者

は
﹁
４
月
か
ら
は
次
の
５
年

間
の
契
約
が
始
ま
る

お
客

さ
ま
へ
の
サ

ビ
ス
向
上

と

効
率
的
な
業
務
運
営
に

期
待
し
て
い
る
﹂と
述
べ
た





